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《将来に向けた取組方針》
artienceグループは、現在2030年度を目標年度とする長期経営計画artience2027/2030“GROWTH”に取り組んでいます。 
この経営計画と連動した当社グループのサステナビリティ活動の実践的な方向性と、長期目標を定めた、artienceグループ　サス
テナビリティビジョンasv2050/2030を策定しています。asvでは1. 持続可能な社会を実現させる製品・サービスの提供、2. モノ
づくりでの環境負荷低減、3. 信頼される企業基盤の構築を３つの柱として掲げており、この中で地域・自然との共生により価値共
創を実現すること、環境負荷の低減目標等を設定しています。また2025年2月にasvをより具体的に経営計画と連動させるべく、
グループマテリアリティを刷新し、これらとの関連性をより明確に整理しました。

artienceグループの事業活動は自然由来の原料や水資源など多くの自然資本に依存し成り立っています。そのため、生物多様性の重要性を早くか
ら認識し、「生物多様性に関する方針」（2009年5月制定2024年1月改定）を定めて生物多様性の保全を含めた自然保護活動、地域での植林活
動や河川・湖沼の清掃活動などを推進してきました。
また、事業活動が生物多様性に与える影響を把握しその影響を軽減すべく、資源の持続可能な利用や、化学物質の排出削減、サステナビリティ貢
献製品の提供を通じて生物多様性の保全に取り組んでいます。
「artienceグループ　生物多様性に関する方針」
https://www.artiencegroup.com/ja/corporate/sustainability/environment/biodiversity/

〈活動事例〉社有林の生態系調査と貴重な種の保存活動
トーヨーケム㈱川越製造所の周辺には、北東から南西にかけて帯状にまとまった樹林地がみられます。この樹林地は、江戸時代の元禄期に開拓さ
れた三富新田（さんとめしんでん）の一部であり、当社の社有林とも地理的な連続性が見られます。当社の事業活動が周辺の良好な自然環境に影
響を与えていないか確認するため、2023年、社有林において普通種の昆虫等に着目した簡易モニタリングの実証試験を実施しました。

【確認された昆虫の一例】

調査の結果、環境省が選定した「都市緑地の良好な環境に見られる昆虫」のうち、
ショウリョウバッタ、エンマコオロギ、ミンミンゼミ、ニイニイゼミ、オオヒラ
タシデムシ、センチコガネ、アオオサムシ、カブトムシ、キマワリ、ムラサキシ
ジミ等、多数の昆虫が確認され、良好な自然環境が保持されていることがわかり
ました。
今後も他の拠点においても、地域の実情に合わせた環境保全を進め、生物多様性
保全へ貢献していきます。
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